
2023（令和 5）年度 砂防学会信越支部総会 
 

日時 2023（令和 5）年 5 月 1日（月）15:00～15:40 

会場 ホテル国際 21 南館 2 階 芙蓉の間（北側）長野県長野市大字南長野県町 576 

オンライン併用 

 Zoom meeting invitation - 砂防学会信越支部 総会 

https://shinshu-u-ac-

jp.zoom.us/j/95936581704?pwd=TmhGK2FqV1hrMmRnVnpVUVEwZEQ2dz09 

ミーティング ID: 959 3658 1704 

パスコード: 960820 

議事次第 

１． 開会 

２． 砂防学会信越支部 支部長 挨拶 

３． 議事 

第 1 号議案 役員の変更等 

第 2 号議案 令和 4（2022）年度 事業報告（案） 

第 3 号議案 令和 5（2023）年度 事業計画（案） 

４． 報告事項 

５． 閉会 

 

砂防学会信越支部 講演会 

日時 2023（令和 5）年 5 月 1日（月）15:50～17:00 

会場 ホテル国際 21 南館 2 階 芙蓉の間（北側） 

https://shinshu-u-ac-

jp.zoom.us/j/97341703225?pwd=VVJZNitZSUhRdHFiajQ0Nm0xeU1ZZz09 

ミーティング ID: 973 4170 3225 

パスコード: 015418 

演題 「火山地域で発生する土砂移動現象の予測」 

講師 信州大学農学部農学生命科学科 教授 堤大三 氏 

資料代 500 円 

意見交換会 

日時 2023（令和 5）年 5 月 1日（月）17:10～19:00 

会場 ホテル国際 21 南館 2 階 芙蓉の間（南側） 

会費 5,000 円 

 



砂防学会信越支部　2022（令和4）年度役員名簿

役職 氏名 所属 役職

1 支部長 平松　晋也 信州大学農学部 農学生命科学科 教授

2 副支部長 権田　豊 新潟大学農学部 農学科 教授

3 副支部長 林　孝標 長野県建設部 砂防課 参事・砂防課長

4 副支部長 古谷　元 富山県立大学工学部 環境・社会基盤工学科 教授

5 監事 野村　康裕 富山県土木部 砂防課 参事・砂防課長

6 監事 小野　和行 日本綜合建設株式会社
技術顧問
飯田営業所長

7 運営委員 谷保　和則 国土交通省北陸地方整備局　河川部 建設専門官

8 運営委員 市川　東大 国土交通省 中部地方整備局 河川部河川計画課 課長補佐

9 運営委員 森田　耕司 国土交通省北陸地方整備局　松本砂防事務所 所長

10 運営委員 林　利行 国土交通省北陸地方整備局　黒部河川事務所 所長

11 運営委員 三輪　賢志 国土交通省北陸地方整備局　立山砂防事務所 所長

12 運営委員 松本　直樹 国土交通省北陸地方整備局　湯沢砂防事務所 所長

13 運営委員 桑島　正樹 国土交通省北陸地方整備局　金沢河川国道事務所 所長

14 運営委員 佐藤　保之 国土交通省中部地方整備局　天竜川上流河川事務所 所長

15 運営委員 野澤　智明
農林水産省　林野庁　関東森林管理局　計画保全部
治山課

課長

16 運営委員 藤原　司
農林水産省　林野庁　中部森林管理局　計画保全部
治山課

課長

17 運営委員 吉柳　岳志
国立研究開発法人　土木研究所
雪崩・地すべり研究センター

センター長

18 運営委員 西道　正浩 石川県土木部 砂防課 課長

19 運営委員 鍋倉　章宏 新潟県土木部 砂防課 課長

20 運営委員 細川　容宏 吉川建設株式会社 施工統括部顧問

21 運営委員 本臼　茂 朝日航洋株式会社　東日本空情支社 理事

22 運営委員 澤　陽之
アジア航測株式会社　中部国土保全コンサルタント技術
部

部長

23 運営委員 北原　哲郎 応用地質株式会社　流域・砂防事業部 技術長

24 運営委員 上原　信司 株式会社キタック
常務取締役・販促管理
部門副統括

25 運営委員 神野　忠広 共和コンクリート工業株式会社 常務取締役

26 運営委員 鈴木　和弘 株式会社興和 取締役技術部長

27 運営委員 髙島　誠 国土防災技術株式会社　関東支社 営業部長

28 運営委員 山田　泰弘 国土防災技術株式会社　静岡支店 支店長

29 運営委員 藤井　雄次 国土防災技術株式会社　長野支店 支店長

30 運営委員 川田　孝信 ダイチ株式会社 顧問

31 運営委員 清野　耕史
大日本コンサルタント株式会社　関東支社
国土保全技術部

副部長

32 運営委員 飯沼　達夫 日本工営株式会社　営業戦略室 室長

33 運営委員 三池　力 日本工営株式会社　北陸事務所 所長

34 運営委員 高橋　裕史
一般社団法人 北陸地域づくり協会
長野支所・松本支所

支所長

35 運営委員 長井　義樹 応用地質株式会社 理事・技師長

36 運営委員 宮田　秀介
京都大学防災研究所 流域災害研究センター
流域圏観測領域

准教授

37 運営委員 福山　泰治郎 信州大学農学部 農学生命科学科 助教

第1号議案 役員の変更等



砂防学会信越支部　2023（令和5）年度役員名簿（案） 2023/4/28

役職 氏名 所属 役職

*** 1 支部長 堤　大三 信州大学農学部 農学生命科学科 教授

2 副支部長 権田　豊 新潟大学農学部 農学科 教授

** 3 副支部長 吉村 元吾 長野県建設部 砂防課 参事・砂防課長

4 副支部長 古谷　元 富山県立大学工学部 環境・社会基盤工学科 教授

5 監事 小野　和行 日本綜合建設株式会社
技術顧問
飯田営業所長

** 6 監事 林 真一郎 富山県土木部 参事・砂防課長

* 7 運営委員 市川　東大 国土交通省 中部地方整備局 河川部 建設専門官

** 8 運営委員 戸田　満 国土交通省北陸地方整備局　河川部 建設専門官

9 運営委員 松本　直樹 国土交通省北陸地方整備局　湯沢砂防事務所 所長

10 運営委員 桑島　正樹 国土交通省北陸地方整備局　金沢河川国道事務所 所長

11 運営委員 林　利行 国土交通省北陸地方整備局　黒部河川事務所 所長

** 12 運営委員 石田　孝司 国土交通省北陸地方整備局　立山砂防事務所 所長

** 13 運営委員 石尾　浩市 国土交通省北陸地方整備局　松本砂防事務所 所長

** 14 運営委員 吉田　桂治 国土交通省中部地方整備局　天竜川上流河川事務所 所長

15 運営委員 野澤　智明
農林水産省　林野庁　関東森林管理局　計画保全部
治山課

課長

16 運営委員 藤原　司
農林水産省　林野庁　中部森林管理局　計画保全部
治山課

課長

17 運営委員 吉柳　岳志
国立研究開発法人　土木研究所
雪崩・地すべり研究センター

センター長

18 運営委員 西道　正浩 石川県土木部 砂防課 課長

19 運営委員 鍋倉　章宏 新潟県土木部 砂防課 課長

20 運営委員 細川　容宏 吉川建設株式会社 施工統括部顧問

21 運営委員 本臼　茂 朝日航洋株式会社　東日本空情支社 理事

* 22 運営委員 澤　陽之
アジア航測株式会社　中部国土保全コンサルタント技術
部

部長

23 運営委員 北原　哲郎 応用地質株式会社　流域・砂防事業部 技術長

24 運営委員 上原　信司 株式会社キタック
常務取締役・販促管理
部門副統括

25 運営委員 神野　忠広 共和コンクリート工業株式会社 常務取締役

26 運営委員 鈴木　和弘 株式会社興和 取締役技術部長

27 運営委員 髙島　誠 国土防災技術株式会社　関東支社 営業部長

28 運営委員 藤井　雄次 国土防災技術株式会社　長野支店 支店長

* 29 運営委員 山田　泰弘 国土防災技術株式会社 関東支社および東京支店
関東支社技術部長兼東
京支店長

30 運営委員 川田　孝信 ダイチ株式会社 顧問

31 運営委員 清野　耕史
大日本コンサルタント株式会社　関東支社
国土保全技術部

副部長

* 32 運営委員 飯沼　達夫 日本工営株式会社 コンサルティング本部 日本統括 副統括

33 運営委員 三池　力 日本工営株式会社　北陸事務所 所長

34 運営委員 高橋　裕史
一般社団法人 北陸地域づくり協会
長野支所・松本支所

支所長

35 運営委員 長井　義樹 応用地質株式会社 理事・技師長

36 運営委員 宮田　秀介
京都大学防災研究所 流域災害研究センター
流域圏観測領域

准教授

37 運営委員 福山　泰治郎 信州大学農学部 農学生命科学科 助教

*所属等変更, **異動にともなう交代, ***新規委嘱



第 2 号議案 

2022（令和 4）年度事業報告（案） 

1. 支部総会・講演会の開催 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため対面での開催を見送り，議案については「電子承

認」にて決議することとした。議案書をホームページに掲載するとともに会員にメール配信し，

2022 年 5 月 16 日～5 月 31 日を審議期間として書面表決書の提出を依頼した。5 月 31 日 24 時時

点で，いずれの議案も支部会員の過半数の承認を得て可決した。2022 年 6 月 3 日，審議結果をホ

ームページで報告した。 

 

2. 砂防・急傾斜管理技術者一次試験 

2022 年 6 月 25 日（土），砂防・急傾斜管理技術者試験（一次試験）を長野会場（長野市生涯学

習センター3階 第 5 学習室）において実施した。当日は申し込みのあった方のうち，午前受験の

1 名（発熱で欠席となった方）を除く 5 名が受験した。 

 

3. 災害調査 

2022（令和 4）年 8 月 3 日からの大雨により新潟県村上市や関川村で発生した土砂災害を対象

として，砂防学会特別災害対応委員会の現地調査を行った。2022 年 10 月 23 日，権田豊 副支部

長含め 6 名で事前避難を主導した村上市小岩内地区の松本区長様に災害前後の住民の警戒避難行

動等の聞き取り調査を行った。翌 10 月 24 日には，権田豊 副支部長含め 13 名で，村上市小岩内

集落における土砂と流木の氾濫状況，大沢川の土砂生産・流出状況，荒川左岸の国道 113 号線お

よび JR 米坂線と交差する上江沢川での被害状況，下鍬江沢（関川村）の砂防堰堤の土砂捕捉状況

等を調査した。調査後，村上市役所において市長と面談した後，災害報告の取りまとめに向けた

打ち合わせを行った。調査結果は，調査団のメンバーが分担執筆して，砂防学会誌に災害報告と

して投稿する予定である。 

 

4. 砂防就職説明会の開催 

日時：2023 年 2 月 3 日（金）16:30 から 

会場：オンライン 

講師：国土交通省 水管理・国土保全局 砂防部保全課 砂防事業調整係長 白木 宏二朗 様 

長野県 建設部 砂防課 地すべり係 技師 佐藤 知闘祉 様 

日本工営株式会社 新潟支店 長野事務所 樋口 大紀 様 

学生・院生 10 名（M1：2 名，3 年生 8名）が参加し，説明会後に Google form で実施したアン

ケートでは「省庁，県，民間の立場や役割について知ることができ，自身のキャリア形成を考え

るにあたって良いヒントになった」，「就職先で砂防という選択肢が広がった」といった回答が見

られ，学生にとって砂防に関わる職業について理解を深める機会となったことが伺われた。一方

で，開催時期に関しては「国家総合職を志望する場合，既に試験対策を行っている時期のため，

就職先として各組織を検討するために前年度の 9,10 月頃に開催してほしい」，「もっと早いほうが



いいと思います（夏、秋くらい）→選択肢を広げるという目的であれば、民間企業だと 3 月から

選考がはじまるので、この時期には自分の進路をある程度決めている人のほうが多い」といった

回答があり，次回開催時期を 10 月頃とすることとした。 

 

5. 2022 年度支部運営委員会 

日時 2023 年 3 月 28 日（火）16 時 

会場 ホテル国際 21 およびオンライン 

37 名の過半数 33 名（うち web 出席 10 名，委任 6 名）が出席して 2022 年度支部運営委員会を

開催した。平松晋也支部長を議長として，支部総会に付議する事項①役員の変更等，②令和 3 年

度事業報告（案），③令和 4 年度事業計画（案）について審議が行われ，いずれも異議なく承認さ

れた。 

 

2022（令和 4）年度支出 

日付 費目 金額 備考 

2022/5/31 会場費（総会） 0 新型コロナウイルス

感染症の拡大防止の

ため，対面での開催を

見送り，「電子承認」に

て決議することとし，

会場費の支出なし。 

2022/6/25 会場費（砂防・急傾斜

管理技術者一次試験） 

12,670 （長野市生涯学習セ

ンター3 階 第 5 学習

室 室料 12,670 円） 

2023/2/3 会場費（砂防就職説明

会） 

0 オンラインで開催し，

会場費の支出なし。 

2023/3/28 会場費（運営委員会） 97,750  

計    110,420  

註 1：砂防学会本部事務局にその都度費用を請求しているため「収入」の項を設けていない。 

 

以上 

 



第 3 号議案 
 

（公社）砂防学会信越支部 2023（令和 5）年度事業計画（案） 

 

Ⅰ．令和 5 年度 事業計画（案） 

 

令和 5 年 5 月 1 日（月） 支部総会・講演会の開催 

 

令和 5 年 6 月 24 日 (土) 砂防・急傾斜管理技術者（一次試験）の運営補助 

受付開始：10 時 20 分，試験：11 時～16 時 40 分 

会場： 長野市生涯学習センター3 階 第 5 学習室 

当日の運営補助：堤・小野・山田 

受験申込期間 4 月 3 日（月）～5 月 31 日（水）必着 

 

令和 5 年 10～11 月頃 現地見学会・検討会 

 

令和 5 年 10 月頃 砂防就職説明会の開催 

令和 5 年度は富山県立大学を幹事校として実施する予定である。多くの学生が参加

できるように，参加大学と砂防学会事業部会との間で早めに説明会のスケジュール

を調整するとともに，遠隔地からも参加しやすいように，オンラインを併用したハイ

ブリッド形式で開催する。 

 

令和 6 年 3 月頃  支部運営委員会の開催 

 

上記以外に，必要に応じて 

・砂防講習会 

・土砂災害発生時（随時）災害調査 

を実施する。 

  



Ⅱ．令和 5 年度 予算（案） 

 

収入 

砂防学会本部からの助成金    30 万円 

支出 

会議室の借り上げ代      5 万円 

試験会場の会場費     1 万 5 千円 

現地検討会のバス代     8 万 5 千円 

謝金および旅費      10 万円 

その他        5 万円 

合計       30 万円 
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